（表）

様式第2号（第4条関係）
	事業の種類（名称）
	

	事業者等
	


　環境特性図該当状況等調査書

	環境特性図名
	凡　　　　例
	関係欄
	備　　　考

	自然環境特性図
	植生自然度9・10
	
	

	
	太宰府県立

自然公園
	第1種特別地域
	
	

	
	
	第3種特別地域
	
	

	
	
	普通地域
	
	

	
	保安林
	
	

	
	重要な地形
	
	

	
	貴重な地質
	
	

	
	貴重な植生
	
	

	
	貴重な植物
	
	

	
	重要な哺乳類生息環境
	
	

	
	重要な鳥類生息環境
	
	

	
	重要な爬虫類・両生類生息環境
	
	

	
	重要な昆虫類生息環境
	
	

	
	重要な水生動物生息環境
	
	

	
	自然環境評価値が特に高い地域
	
	

	
	自然環境評価値が高い地域
	
	

	都市・歴史環境

特性図
	用途地域
	住居系地域
	
	

	
	
	商業系地域
	
	

	
	
	工業系地域
	
	

	
	公園
	
	

	
	自然歩道
	
	

	
	レクリエーション施設
	
	

	
	市街化区域
	
	

	
	都市計画区域
	
	

	
	天然記念物
	
	

	
	文化財
	
	

	
	寺院
	
	

	
	神社
	
	

	
	古代山城跡
	
	

	生活環境特性図
	水質環境基準
	Ａ類型
	
	

	
	
	Ｂ類型
	
	

	
	騒音規制区域
	第1種区域
	
	

	
	
	第2種区域
	
	

	
	
	第3種区域
	
	

	
	振動規制区域
	第1種区域
	
	

	
	
	第2種区域
	
	

	
	悪臭規制区域
	
	

	
	上水道給水区域
	
	

	
	下水道整備区域
	
	

	
	廃棄物・リサイクル関連施設
	
	

	
	産業廃棄物等問題箇所
	
	



　※別途配付する各環境特性図に事業の予定地を記入し、各凡例に示す場所と事業予定地との関係【直接的な改変行為がある：○、直接的な改変行為はないが近い（概ね100ｍ以内）：△、直接的な改変行為はなく、かつ、かなり離れている（概ね100ｍを超える）：×】を関係欄に記入する。

（裏）


	段階
	環境配慮事項
	実施予定

	自然環境の保全


	自然環境保全に配慮した計画の採用


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	地形・地質の改変抑止に配慮した用地選定


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	野生生物の生息・生育、渡来、繁殖空間の確保に配慮した用地選定


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	植生自然度の高い地域への立地の回避


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	水資源の保全と有効活用


	現在の水循環、水利用への影響の検討


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	地域特性を活かした景観の保全と創造


	周辺景観との調和に配慮した用地の選定等


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	歴史・伝統・文化の保存と継承


	文化遺産等の回避


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	埋蔵文化財の保全・整備


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	その他


	周辺の土地利用等との整合


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	既存施設の有効活用


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない

	
	環境調査の実施


	1　実施する

2　実施しない

3　該当しない


　（注）太枠内を記入して下さい。

裏面にも記入してください





事業の構想・計画段階（計画地選定等）における配慮を記入してください








